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6. アシスト システム：
高度な安全性と快適性を支える
革新的テクノロジー
ハイライト

コントローラーとコントロール ディスプレイによる操作
マルチ ファンクション ステアリング （MFL）

ヘッド アップ ディスプレイ

アダプティブ ヘッドライトとブレーキ フォース ディスプレイ
アクティブ クルーズ コントロール（ACC）

Bluetooth テクノロジーを採用した電話システム

LOGIC7 HiFi オーディオ システム

DVD ナビゲーション システム

サテライト ラジオ（米国仕様）

iDrive の考え方を採用したニュー 5 シリーズは、人間工学面でこのクラスのパイオニアとなるクルマです。数々の副次的機能を直感的に操作できるようにし、ドライバーが前方の路上から視線をそらす必要を事実上なくしたことで、類似の方式を提供する競合他社にはっきりと差をつけました。運転するうえで不可欠な機能のほとんどを、マルチ ファンクション ステアリングで操作できる一方、快適さに関連する基本機能はセンター コンソールにまとめられています。それ以外の設定やサービスは、5シリーズ用に変更されたコントローラーとコントロール ディスプレイを使い、これまで以上に単純化され、ブラインド操作が可能なメニュー構造を使って、運転席 / 助手席のいずれからでも操作できます。そのほかの新しい特徴として、コントローラーがあるセンター コンソールの周囲にハンド ブレーキ レバーとギアシフト レバーが配置されています。
集中型ユーザー インターフェースとして、ほとんどすべての補助機能とコミュニケーション機能を受け持つコントロール ディスプレイは、ダッシュボード中央の、見やすい位置に配置されています。「ベーシック」バージョンの画面は 5.8 インチの 16 階調モノクロ ディスプレイです。また、ナビゲーション システムまたはハイエンドのオートマチック エア コンディショナーと組み合わされた、画面サイズ 6.5 インチ、8 ビットのカラー ディスプレイが提供されます。
コントロール ディスプレイ：
画面が常に明るい半透過型液晶テクノロジー

ディスプレイに採用されたのは、新世代の半透過型液晶画面です。他の方式のディスプレイでは、直射日光が射し込むと表示が見にくくなり、読めなくなることもありますが、半透過型液晶ディスプレイでは、日光がディスプレイの背面で反射されます。この受動反射（光がいったん取り込まれるため「受動」と呼ばれます）により、画面が明るく表示されます。逆光の場合や暗がりでは、バックグラウンドからの透過光によって読み取りやすくなっています。その明るさは、センサーを利用してそのときどきの明るさ条件に合わせて調整されます。新たな機能として、運転席または助手席からのディスプレイの明るさ調整が初めて可能になりました。このほか、ディスプレイにヒーターが組み込まれ、非常に寒いときでも短時間でウォームアップが行われます。
画面に表示されるメイン メニューは、コミュニケーション、ナビゲーション、エンターテイメント、エアコンディショナーの 4 つのセクションに分かれています。装備に応じて、ドライバーはこれらのメニューから複数の階層構造をもつさまざまな機能を操作できます。機能の切り換えは、コントローラーを前後左右にスライドします。メイン メニューが表示されているときにコントローラーを押すと、5 番目のメニューであるインフォメーション / 設定画面に進みます。
あるメニューが表示されているときにコントローラーをスライドすると機能が選択され、カーソル位置を合わせてコントローラーを押すと、選択したメニュー項目が実行されます。コントローラーの後方に新たに用意されたMENUボタンを押すと、メイン メニューに直接戻ることができます。
マルチ ファンクション ステアリングを標準装備

ニュー 5 シリーズには、マルチ ファンクション ステアリングが標準装備されています。ステアリング ホィールには、左右のクロス スポークの近くにそれぞれ  4 つずつボタンがあり、ドライバーは路上の交通状況に注意を向けたまま、これらのボタンを素早く操作することができます。マルチ ファンクション ステアリングで操作できる機能には、オーディオ システム、電話またはボイス コントロール（装備されている場合）、ナビゲーション システムの最新の音声案内繰り返し機能などが含まれます。また、プログラム可能な多機能ボタンが 2 つあり、内気循環、コントロール ディスプレイのオン / オフ、ミュートのオン / オフ、ラジオ / 電話の切り換えなどの機能を割り当てることができます。
BMW 初の機能：プログラマブル ヘッドアップ ディスプレイ

BMW は、ニュー 5 シリーズでヘッドアップ ディスプレイを初めて採用しました。ヘッドアップ ディスプレイは、運転に関連する情報を、ドライバーの視野内に表示するもので、アクティブ セーフティと快適性の向上に大きく寄与します。ドライバーは前方から視線をそらすことなく、重要な情報を取得することができます。コントロール ディスプレイに表示されたリストから選択した情報が、それぞれの表示設定に従って画面に映し出されます。画面の明るさなどの個別の設定は、キー メモリーに保存されます。

 ヘッドアップ ディスプレイには、以下の情報を表示できます。情報の一部は、メーター パネルに表示される情報と重複しています。
•
ナビゲーションの案内情報
•
アクティブ クルーズ コントロールの指示と情報
•
 現在の車速（これだけを常時表示するモードもあります）
•
チェック コントロールからの警告

表示すべきバーチャル イメージは、ダッシュボードに組み込まれたプロジェクター内で作り出され、フロント ウィンドウに投影されます。そのために、特殊なフロント ウィンドウ技術が使用されています。バーチャル画像が表示されるのは、ドライバーから見て、エンジン フードの後端部付近です。人間工学的にもこの表示位置が非常に良好なため、ドライバーは路上の交通状況に集中できます。コクピットに頻繁に視線を落とす必要がなく、目の焦点の切り換えが問題になることもありません。ヘッドアップ ディスプレイのスイッチは、ライト  スイッチにあります。外光条件にかかわらず常に見やすい状態にするため、レイン センサーと光センサーを使って表示の明るさを調整しています。ドライバーはコントローラーとコントロール ディスプレイを利用して、基本の明るさを設定することができます。路面が濡れているときや暗がりでも、見易さが損なわれることはありません。そのようなケースを含め、自動調整機能が、環境条件に合わせて表示を調整するためです。
新機能：アダプティブ ヘッドライト、ブレーキ フォース ディスプレイ
ニュー 5 シリーズには、ネットワーク接続された新しいアクティブ セーフティ システムとして、新たにアダプティブ ヘッドライトが用意されています。アダプティブ ヘッドライトの大きな利点は、夜間走行時のアクティブ セーフティの改善です。ステアリングの操作に連動してヘッドライトの向きが連続的に変化するため、ドライバーの視界は良好に保たれます。2 つのバイキセノン ライトは、ステアリング ホィールの操作角度、ヨー レートおよび車速に応じて向きを変えますので、カーブする道路の先の方まで、明るく照らし出すことができます。
アダプティブ ヘッドライトは、ヘッドライト スイッチを「オートマチック」位置に切り換えると有効になり、車両が発進すると作動を開始します。右側通行の道路でホィールを左方向にロックした状態で駐車したときは、対向車にまぶしさを感じさせないために、交通法規に従ってヘッドライトをまっすぐ前方に向ける必要があります（左側通行の場合は、左右が逆になります）。また後進時には、アダプティブ ヘッドライト機能は作動しません。

アダプティブ ヘッドライトの基本コンポーネントは、バイキセノン タイプのハイ ビームとロー ビームを備えた回転式ヘッドライト モジュールです。このシステムには、さらにダイナミック ヘッドライト自動光軸調整装置およびヘッドライト クリーニング システムが付属します。
ブレーキ フォース ディスプレイ機能は、ドライバーがブレーキ ペダルを強く踏み込んだときにブレーキ ライトの発光面積を拡大させて後続車両に警告し、追突される危険を少なくするもので、米国ではすでに一般車両への導入が認められています。それ以外の国では、それぞれの道路交通監督機関の承認取得後にソフトウェアを切り換えるだけで、この機能を使えるようになります。
PDC に視覚フィードバックを追加

BMW 7 シリーズ同様、パーク ディスタンス コントロール（PDC）をコントロール ディスプレイに表示できるようになりました。PDC は超音波を使って車両近くの障害物を検出し、車庫入れ等の操作を容易にするための機能です。前後の障害物までの距離は音響信号でドライバーに知らされますが、同時にグラフィック表示する機能がオプションで提供されます。グラフィック表示では、車両が上面図で示され、センサーの検知範囲にある障害物は、色の違いによって示されます。これによりドライバーは周囲の障害物と自車との位置関係をひと目で正確に把握できます。さらに、こうした視覚情報による警告は、音声による警告よりも早く伝わるというメリットもあります。センサーの検知範囲は、車両の前方 1.5 m、後方 2.0 m です。
アクティブ クルーズ コントロール（ACC）

アクティブ クルーズ コントロール（ACC）は、これまでのクルーズ コントロールの機能を強化したもので、ドライバーが安全な車間距離を保ち、交通状況に応じた適正速度を維持するための支援を提供します。ドライバーは事前に希望速度を設定することで車速をコントロールできるばかりか、高速道路や幹線道路など、交通状況によりその必要がある場合は、先行車両との間隔を設定することもできます。
前方に先行車両がいないときのシステムの動作は、通常のクルーズ コントロールとほとんど変わりありません。しかし、前方に自車よりも低速で走行する車両が現れると、ACC はレーダー測距センサーにより状況を検出し、車速を先行車両の速度に合わせて制御し、車間距離を調整します。
いったん作動を始めると、その後は ACC が適切な車間距離を保ちつつ、自動的に加速し、また快適性を損なわないように減速を行います。それに対し、ドライバーは必要ならばいつでもアクセルまたはブレーキ ペダルを操作して、ACC の動作を中断させることができます。特にシステムが限界に達したときは、それが不可欠となります。交通の安全に責任を負うのはあくまでもドライバーなのです。
ACC を作動させるには、ステアリング ホィール脇のレバーを使って希望速度を選択します（10 km/h 刻み）。ACC が作動するのは 30～180 km/h の速度範囲です。ドライバーが選択した車速は、スピード メーター上にマークで示され、先行車両に合わせて減速する必要が生じないかぎり、その速度がコンスタントに維持されます。
システムの中心的コンポーネントである 77 GHz のレーダー センサーは、前方 120 m までの範囲にある先行車両を検出でき、この範囲は気象条件にほとんど左右されません。先行車両に接近すると ACC が車速を微調整し、先行車両の車速に合わせるとともに、設定に従って車間距離を確保します。車間距離はレバーを使って 4 段階に切り換えることができます。
同様に、先行車両がなく自由に走行できる状況でも、ACC はエンジン、ブレーキおよびトランスミッションの各マネージメント機能に働きかけます。ブレーキの強さは、減速度にして 2 m/sec² 以内に制限されています。快適さを損なわず、システムの機能範囲内で車速と車間距離を微調整するには十分なレベルです。これ以上の減速が必要な場合には、視覚および音響信号によってドライバーにブレーキ操作を促します。
ACC によってドライバーは、車間距離と車速の微調整を繰り返すという退屈なプロセスから解放されます。高速道路などを多数の車両が列をなして走り、しかも車速を頻繁に変更する必要がある場合（そのような状況では普通のクルーズ コントロールは多くの場合役に立ちません）に、ACC の威力が発揮されます。この場合でもドライバーは何もせず、交通の流れに従って ACC がスムーズかつ快適に加減速するのに任せておけばよいのです。
Bluetooth テクノロジーによる電話システム

BMW は 5 シリーズ向けに、デュアル バンド電話に代わるものとして、使いやすく、技術革新が進んでも陳腐化しにくいソリューションを提供します。携帯電話の車両への組み込みを可能にする Bluetooth インターフェースを持つ汎用携帯電話取り付けキットがそれです。このキットを使えば、Bluetooth 対応のすべての携帯電話を、5 シリーズのエレクトロニクス システムにコードレスで接続できます。少なくとも、原理的にはそうなります。現在、5 シリーズ ユーザーが選択できる携帯電話は、ノキア 6310、エリクソン T39、シーメンス S55 の 3 機種です。
接続には Bluetooth の標準伝送リンクを使います。携帯電話を持って車両の受信エリア（周囲約 10 m の範囲）に立ち入ると、ケーブルで接続されたかのように、携帯電話がシステムに自動的に登録されます。ドライバーに求められる唯一の操作は、初回の登録時に 4 桁のコードを入力することだけです。
Bluetooth 経由で携帯電話が接続された後、ドライバーはマルチ ファンクション ステアリングと車載ディスプレイを通じて安全かつ快適に電話を操作でき、ハンズフリー トーク機能も 100％使えます。電話帳、トップ 8 リスト、リダイアルなどの重要なデータは、オンボード システムと同期化されます。
このシステムでは 4 台までの携帯電話を使用できます。良好な受信状態を得るため、外部アンテナと接続された便利で使いやすいはめ込み式携帯電話アダプターがセンター コンソールにあり、これは携帯電話のバッテリー充電器としての働きもします。電磁波障害防止のため、BMW は外部アンテナ接続コネクター付き携帯電話の使用を推奨しています。
非常に高度の互換性にまつわる話はさておき（将来は、適切なアダプターを使って、メーカーを問わず、既存の、およびこれから発売されるほぼすべての Bluetooth 対応携帯電話を使用できるようになる予定です）、Bluetooth 対応の汎用携帯電話取り付けキットのメリットがはっきりするのは、顧客が携帯電話を買い換えたときです。その場合に顧客が行わなければならないのは、BMW 正規ディーラーから提供される廉価で簡単に交換できるはめ込み式アダプターを買い求め、既存のアダプターと交換することだけです。こうすることで、システムは携帯電話の将来の機能強化に問題なく対応でき、長期にわたる使用が保証されます。
BMW の Bluetooth 対応汎用携帯電話取り付けキットは、Bluetooth 技術の使用が許可され、さらに車両への搭載が承認されたすべての国と地域で使用できます。そうした状況にない国や地域について、BMW はそれに代わる適切なソリューションを用意しています。
その解決策はデュアル バンド自動車電話です。これには、Bluetooth 技術で基地局と通信するコードレスのハンド セットが付属します。使用可能エリアは車両の周囲 10 m 以内です。
DVD ナビゲーション システム
BMW のニュー 5 シリーズ サルーンには、DVD を利用したナビゲーション システムが、Professionalオーディオ システムとのセット オプションとして提供されます。
このナビゲーション システムを、オーディオ CD も再生できる DVD-ROM ドライブとセットで使用することで、音声メッセージと矢印表示による目的地案内が行われます。設定次第で、進行方向の案内矢印をヘッドアップ ディスプレイに表示させることもできます。ナビゲーション システムは、さらにデジタル データ放送としてラジオ局から流される交通情報（RDS-TMC）も利用しています。選択されたルートと、そのルートの交通状況に関するメッセージをドライバーに知らせるほか、ドライバーの希望をルート探索に反映させる機能もあります。ドライバーはまた、ダイナミック ルート ガイダンスを選択し、システムに最善のルートを自動計算させることもできます。ルート選定に当たっては、そのルートの混雑状況も考慮されます。混雑が伝えられていても、そのルートが最速の選択であるとシステムが判断した場合には、システムからドライバーにその旨アドバイスされます。
このシステムにはメモリー ナビゲーション機能があり、DVD ナビゲーションで計算したルートをメモリーに保存しておくことができます。ルート計算が一段落したら、DVD をドライブから取り出し、代わりに、たとえばオーディオ CD を挿入することができます。メモリーに保存したマップ エリアの外に車両が出るときは、システムがその後のマップ データを読み込むために、DVD をドライブにセットし直すようメッセージを出します。
矢印だけでなく道路マップも使ってルート案内を行うタイプのナビゲーション システムは、2003 年秋から出荷が始まります。

ユニークなイン カー サウンド体験： 
ニュー 5 シリーズのオーディオ システム

ニュー 5 シリーズ サルーンには、BMW  Business オーディオおよびCD プレーヤーを含む高音質の高級ステレオ システムが標準装備されています。そのほかにも最高級 HiFi システムがオプションで用意されています。Professional オーディオには、オーディオ CD と CD-ROM の両方に対応したプレーヤーを内蔵し、MP3 CD のデータ ファイルも再生できます。このオーディオ システムも、ナビゲーション ユニットの一部を構成しています。
米国仕様モデルには、人工衛星を利用した特殊なサテライト ラジオが提供され、ほぼ全米をカバーしているサテライト ラジオ放送を受信できます。
オプション：CD チェンジャーと DVD チェンジャー

オーディオ システムを補完するオプションとして、CD チェンジャーがあります。本体はグローブ ボックス内に格納されていますが、操作は運転席 / 助手席のどちらからでも行えます。操作にはコントローラーとコントロール ディスプレイを使います。作動音は非常に静かで、6 枚までのオーディオ CD をセットできます。またマルチメディア プレーヤーも用意されており、追加ドライブとして、または既存のドライブに代えて装着できます。操作にはやはりコントローラーを使い、6 枚までの CD、オーディオ DVD またはビデオ DVD をセットできます。取り付け位置はトランク ルーム内で、左側ホィール ハウス裏にあるフラップ内です。
中央バス スピーカー 2 基を備えた HiFi システム

左右のフロント シートの下に配置された 2 個の中央バス スピーカーが、車内に完璧な重低音を響かせます。これが HiFi システムの最大のハイライトです。7 シリーズ同様、共鳴容量を確保するため、スピーカー ボックスはサイド シルに接続されています。ツィーターは左右のミラー脚部にあるトライアングルに収められ、サブウーファーは左右のフロント ドア パネルに組み込まれています。さらにリア シェルフにも 2 台のサブウーファーが取り付けられ、その中間に 2 個のツィーターがあります。
Top HiFi コンセプト：BMW Professional LOGIC7 システム
ニュー 5 シリーズ用オーディオ システムで最上位に位置するのが Professional LOGIC7 HiFi システムです。BMW 7 シリーズのオーディオ システムの流れを汲むこのシステムは、最高級の音質でドライバーと乗員を堪能させます。このシステムには、カー オーディオとしては初めてLOGIC7 コンセプトが採用されています。LOGIC7 は、2 チャンネル ステレオ信号とマルチ チャンネルのマルチメディア信号を特殊な方法で処理するデジタル オーディオ信号処理装置で、これまでは定置式のプロ用 / セミプロ用サウンド システムにしか使われていませんでした。
LOGIC7 の目的は、車内の乗員全員が原音に忠実なサウンドを体験できるようにすることです。そのために、アナログまたはデジタル ステレオ録音された原音の信号から、マトリックス回路で 7 つの個別信号を作り出し、室内の構成に合わせて特殊処理します。オリジナル サウンドにできるだけ近い立体的なサウンド効果を実現するために、LOGIC7 は各ステレオ サウンド情報に含まれる立体音響効果情報を利用し、これを 2 つの重要な音響ディメンションに分解します。それはオリジナル サウンドが作り出された場所、およびサウンドが現在再生されている場所、すなわちアコースティック環境です。
これにより、音響の立体感が一段と増し、解像度が向上し、聴き手には個々の音源の位置を正確に感じ取れるようになります。特に、通り過ぎる車両などの移動音源の音は、これまでにない臨場感あふれる再生が可能になります。
Professional LOGIC7 HiFi スピーカー システムは、以下のコンポーネントで構成されています。

•
ツィーター 4 個（ミラー トライアングルとリア シェルフに各 2 台）
•
100 mm コーン式サブ ウーファー 1 個（メーター パネル中央）
•
100 mm コーン式サブ ウーファー（ドアに 4 個、リア シェルフに 3 個）
•
210 mm の中央バス スピーカー 2 個（左右フロント シートの下）
後席乗員のためのパーソナル エンターテイメント
ニュー 5 シリーズには、リア シート乗員が自分だけのエンターテイメント プログラムを楽しめるようにするための 2 つの追加システムがオプションで提供されます。ひとつは「ベーシック」リア シート エンターテイメント システムで、センター コンソールに 2 つのヘッドフォン ジャックがあり、後席の乗員は、ヘッドフォンで音楽やその他のサウンドを聴くことができます。エンターテイメント メニューの操作は、ワイヤレス リモコンで行います。メニュー ボタンを押すと、コクピットのコントロール ディスプレイにポップアップ ウィンドウが開きます。メニューはリア シートからでも読むことができます。基本メニューのメニュー ファインダー アイコンは、この場合、ヘッドフォン アイコンに変わります。リモコンはコントローラーと同じように、ボタンをスライドする、押す、回すの各操作を行うことができ、これによってメニュー項目を移動できます。リモコンにはこのための方向コントロール ブロックとスライド / プッシュ ボタンがあります。ただし、前席の乗員がコントローラーを操作した場合は、そちらのコマンドが常にリモコンからの命令よりも優先されます。
基本的に、車内で再生する音源（ラジオや CD プレーヤーなど）は一時にひとつしか選択できません。ドライバーがラジオを聴いているときは、リア シート乗員が耳にすることができるのも同じラジオ番組です。ただし、ヘッドフォンを使えば、たとえば後席では CD を聴くことができます。
7. 装備
ひとりひとりに合わせた快適ビジネス環境
ハイライト
6 種類のシート
マルチ ファンクション シート

スルー ローディング システムは後付けも可能

湿度調整機能付きオートマチック エア コンディショナー

ニュー 5 シリーズの装備は、細部に至るまで、このサルーンの「ダイナミックで快適」という基本コンセプトで統一されています。たとえばコクピットはデザインだけをとってもユニークで、ニュー 5 シリーズの室内に比類のない、真に特徴的な表情を与えています。
ニュー 5 シリーズには 5 種類の装備バリエーションと 4 種類の内装色が用意されています。「ベーシック」バージョンは、高級平織りファブリックです。オプションとしてはファブリック / レザーのコンビネーション、および 3 種類のレザー仕様があります。レザー仕様は標準のダコダ、ベンチレーション機能のある ナスカ、そして手の込んだ仕上げをしたエクスクルーシブ ナッパです。
インテリアのスタイリングが醸し出す高級感を、特別のライティング コンセプトがさらに強調します。フロントのルームライトは眩しさを抑え、陽気な雰囲気を演出します。ニュー 5 シリーズのルームライトは、ルーフ中央にリーディング ライトが 2 個、センター コンソールの周囲を上から照らすライトが 1 つあります。そのほかにサンバイザー部分にメイクアップ ミラー用の照明が 2 個あり、あとはグローブ ボックス照明と各ドア下側のフロント寄りに取り付けられたドア ライトとなります。
後席にはルームライトのほかにリーディング ライトが 2 個、足元ライトが 1 つあります。

前席の足元ライト、ドア オープナーとポケットの照明灯、各ドア後部のドア ライト、およびドア周囲の地面を照らし出すフォアフィールド ライトは、いずれもオプションとなります。フォアフィールド ライトは、ドア ミラーの下側に配置された各 6 個のLED で構成され、車両のリモート コントロールで操作します。夜間、ドライバーがドアを開けるために車両に接近するときなどに、足元を照らします。他方、ドア ライトはドアを開けた瞬間から、これと同じ機能を受け持ちます。
豊富なシート：標準シートだけで 6 つのバリエーション

これまで、BMW 5 シリーズのシートにこれほど多くの選択肢が用意されたことはありませんでした。ニュー 5 シリーズのシート バリエーションは、フロント シートが 4 種類、リア シートが 2 種類で、そのほかに有償オプション装備として 6 種類のシートが提供されます。
「ベーシック」モデルでも、運転席 / 助手席シートの両方にシート高さと背もたれ角度の電動調整機能が用意されています。前後方向とヘッドレストの高さ調整は手動となります。運転席シートにはさらに、座面の勾配の調整機能もあります。オプションで提供される機能には、シート ヒーター、ランバー サポート、およびアクティブ シートがあり、アクティブ シートにはランバー サポートが含まれています。アクティブ シートにはまた、特殊機能として、背中の筋肉のこりをほぐし、緊張をやわらげるハイドロリック マッサージ システムが組み込まれています。
フロント シートの間には、前後にスライドする方式のセンター アームレストを取り付けることができます。この種のアームレストを提供しているのは、BMW だけです。アームレストの下には上下 2段の収納ボックスがあります。上段は独立したカバーが付いた折りたたみ式収納ボックスです。下段はリア シートへのエアコン ダクトに接続され、内部を冷房／暖房できます。
「ベーシック」シートには電動式も用意されます、標準シートの調整機能に加えて、シートの前後位置とヘッドレストの高さおよび角度の電動調整機能が付属します。運転席シートはメモリー機能付きです。このシートのオプションには、シート ヒーターを含むシート クライメート コントロールが含まれます。シートの座面とバック レストに多段ブロワーが埋め込まれ、車内の空気をクッションに取り込み、換気させます。別の選択肢として、電動スポーツ シートも用意されています。こちらは前述のシートの機能にプラスして、大きく盛り上がったサイド サポートを持ち、高速でコーナリングしてもドライバーの体をしっかり支えるようになっています。
ドライバーの頭部と上体を好みの位置で支える
マルチ ファンクション シート

シート バリエーションの最上位にあるのは、さまざまな調整機能に加え、互いに矛盾する要求を両立させたマルチ ファンクション シートです。たとえば、ボタンを押すとバック レストの上部が前方に移動し、乗員の体格に合わせたテーラー メードのショルダー サポートを実現します。シートの奥行きの調整とランバー サポートも標準で用意されるほか、最新式旅客機のシートに見られるような、可変式ヘッドレスト サイド サポートや、衝突時の頚椎の負傷やむち打ちを防ぐ、着火式ヘッドレストも装備されています。スポーティな走行のための備えも万全です。ドライバーの体格に合わせて輪郭を調整できるサイド サポートが付属しています。
標準のリア シートは、ワンピースのフル フォーム シート エレメントとワンピース バック レストの組み合わせです。折りたたみ式センター アーム レストには、ヘッドレストとカップ ホルダーが内蔵されています。後席左右のヘッドレストは手動調整式です。また、シート ヒーターはオプションとなります。
その他のリア シートのオプションとして、スルー ローディング システムと60：40 分割可倒式バック レストがあります。バック レストの広い側にはモジュラー式スキー ザックが組み込まれています。モジュラー式ですから、これを取り外し、代わりにクーラー ボックスや追加ストレージ ボックス、スポーツ バッグなどを簡単に取り付けることができます。
初登場の後付け可能なスルー ローディング システム

ニュー 5 シリーズには新しい構造原理を採用し、リア シートに後付けできるようにしたスルー ローディング システム（オプション）が初めて提供されます。これまで、標準仕様の後席バック レストは、強度上の理由とトランク ルーム内の荷物がキャビン内に侵入するのを防ぐため、金属製パネルで作られていました。ところがニュー 5 シリーズは、その種のバルクヘッドを必要としなくなりました。後席のバック レストがプラスチック コーティングされたチューブ状スチール フレームのハイブリッド構造でできているためです。このフレームは 4 箇所でボディ シェルに結合され、トランク ルーム内の荷物がキャビンに侵入するのを防いでいます。その結果、スルー ローディング システムをいつでも後付けできるという、大きな利点が生まれました。
新装備：オートマチック エア コンディショナー

BMW はニュー 5 シリーズのために新しいオートマチック エア コンディショナーを開発しました。「ベーシック」モデルには、この新たなベンチマークとなるべき高性能エアコンが標準装備されています。オプションのハイエンド バージョンを選択すると、さらに細かな個別設定が可能になります。BMW の iDrive コンセプトに従い、基本機能である換気、暖房および冷房機能を、ダッシュボードにあるボタンとスイッチで直接コントロールできます。
ベーシック仕様のオートマチック エア コンディショナーでは、温度、風量、温度配分は自動制御されます。層状温度管理（頭寒足熱など）とダッシュボード中央の吹き出し口からの風量や温度は、コントローラーとコントロール ディスプレイを使って調整します。
微妙な個別制御が可能なハイエンド オートマチック エア コンディショナー

オプションのハイエンド オートマチック エア コンディショナーになると、もっと広範かつ細かな設定が可能です。「ベーシック」機能に加えて、このモデルでは、左右別々の温度調節、自動風量調節、および中央吹き出し口からの換気（無段階の温度調整と上体に当たるエア温度の個別設定が可能）の各機能が追加されています。このようなハイレベルの機能を実現するために、車両の左右で別々に 2 方向ソーラー センサーが陽射しの強さを測定し、暑さに応じて冷気の量を変えています。また後席については、中央の吹き出し口からの風量を調節し、後席の環境を最適に保つことができます。
視界が妨げられるのを防ぐため、ガラスの温度と気温を曇りセンサーがモニターしています。必要が生じたときは、ガラスの曇りを除去するために、複数のステップからなる処置が講じられます。このとき、最初に実施されるのは室内環境の変化を引き起こしにくい対策からです。まず内気循環から外気導入モードに切り換える、風量を増やす、それでもだめなら、室温を下げて除湿する、といった要領です。
ハイエンド オートマチック エア コンディショナーには、さらに余熱利用機能があります。エンジン停止後も冷却水をポンプでヒーター コアに送り、室内に暖かい空気を供給します。その間、ポンプの動力を別にすれば、追加のエネルギー消費は発生しません。さらに、このときにパーキング ベンチレーションを選ぶと、エンジンが停止していても、オートマチック エア コンディショナーを通して外気を取り入れ、換気できます。この場合、外気はチャコール フィルターによって浄化され、粉塵およびその他の汚染物質はほぼ完全に除去されます。外気に多量の有害汚染物質が含まれているのをガス センサーが検出したときは、オートマチック エア サーキュレーション（AUC）が働いて、自動的に内気循環モードに切り換わります。
新機能：室内環境改善のため、空気中の湿度を完全にコントロール

ニュー 5 シリーズの乗員にとって特に喜ばしい機能は、冷えすぎを抑制し、鼻や喉の粘膜の乾燥を防ぐエバポレーター温度コントロールです。この機能は、「ベーシック」、「ハイエンド」、いずれのエア コンディショナーにも備わっています。普通のカー エアコンでは、空気を約 1～3℃に冷却し、空気中の湿気を除去したあとで、乾燥した空気を希望温度に達するまで再び暖めるという方法が取られています。これに対し、ニュー 5 シリーズのエアコンでは、センサーで外気温度をモニターし、必要不可欠な範囲でのみ空気を冷却します。これにより、冷却温度が 10℃前後にまで引き上げられるため、空気中の水分が極端に失われることがなく、粘膜にとってやさしいレベルの湿度が維持されます。
8. パッシブ セーフティ：
優れた総合コンセプト

ハイライト
新しいトレンドを創出するボディ構造

光ケーブルを採用したアドバンスド セーフティ エレクトロニクス（ASE）アドバンスド ITS ヘッド エアバッグ（フロント / リア）
運転席と助手席のアクティブ ヘッドレスト

過去 3 世代の間に、BMW 車のパッシブ セーフティ技術は長足の進歩を遂げました。車両の安全性向上に関する世の中の議論は、ややもするとうわべだけの装備に走りがちで、エアバッグの数やシート ベルト テンショナーの追加、より高速での衝突テストの実施などが、自動車ユーザーにとって重要なテーマと思われているフシがあります。しかし、安全性の真の進歩は細部にあります。数量ではなく、質で計られるべきテーマなのです。
さまざまな対策がバランスよく組み合わさって初めて、ベストの結果が得られます。ニュー 5 シリーズの開発に当たって BMW が目指したのもそれでした。世界的に厳しさを増す法規、欧米およびその他の市場で行われている消費者テスト、そしてとりわけ現実世界の事故が突きつける要求など、自動車の安全性向上に対する要求は非常に多岐にわたり、それらを満たすために設計段階から細部に対するさまざまな気配りが求められます。そこで BMW が用意したアプローチは、7 シリーズで実現された高度の安全技術を流用し、さらに磨きをかけることでした。その成果がニュー 5 シリーズです。この車のパッシブ セーフティは、完成度、革新性、そして未来指向という点でプレミアム クラスの水準に達しています。
魅力的なデザインの陰に隠れたところで、衝突時に乗員が受ける負担を最小化し、サバイバル スペースを最大化するための地道な努力が続けられています。
•
前面／側面／後面衝突および横転に備えた強力な支持構造
•
変形ゾーンの長さの最適な活用

•
極めて剛性の高いパッセンジャー ルーム

•
互換性を持たせたフロント エンド構造

効率の高いレストレイント システムには、エアバッグのほかに、ステアリング コラム、ステアリング ホィール、シート、ヘッドレスト、シート ベルト、シート ベルト テンショナー、シート ベルト フォース リミッターおよび車内で乗員の体が無理のない範囲で最大限前方に移動するのを許すようなパッケージが含まれます。
アドバンスド セーフティ エレクトロニクス（ASE）

ニュー 7 シリーズに採用されたセーフティ / インフォメーション システムを、ニュー 5 シリーズに合わせて最適化した結果生まれたのが、車両のアクティブ セーフティ コンポーネントを高度に制御するアドバンスド セーフティ エレクトロニクス（ASE）です。
ASE のメイン コンポーネントは、分散配置された高知能化されたセンサー（サテライト）と、エアバッグ、シート ベルト テンショナーおよびアクティブ ヘッドレストを最適なタイミングで作動させるための超高速データ バス システムです。このシステムの目的は、衝突時に適切なコンポーネントを、適切な強さで、適切なタイミングを見計らって作動させ、乗員に最高度の安全と保護を提供することです。他方、必要でない機能は、作動させません。
分散配置したサテライトを利用するこの革新的安全技術のメリットは、多方面にわたります。

•
データの高速通信

•
衝突の程度と状況の、より正確な把握

•
エアバッグ コントロール システムのネットワーク化

•
事故の激しさに応じたエアバッグ、シート ベルト テンショナー、およびアクティブ ヘッドレストの選択的作動
•
セーフティ コンポーネントの作動確実性と信頼性の向上

•
バッテリー接続の損傷の診断。その必要がある場合はセーフティ バッテリー ターミナルを使ってバッテリーを分離
ASE は、光学式バス システム（byteflight）を使ってセンサー情報の交換と処理を行います。データはこのバスを経由して最高度の速度とシステム信頼性の下、車両のさまざまな場所に配置されたサテライトに伝送され、相互に情報交換をします。分散配置されたサテライトの実体はセンサーを内蔵したコントロール ユニットであり、状況に応じた高度な判断を下し、それに基づいて（エアバッグやシート ベルト テンショナーなどの）アクチュエーターを作動させます。各サテライトは、レストレイント システム（エアバッグ、シート ベルト テンショナー、アクティブ ヘッドレストなど）の着火式コンポーネントを最適制御し、その時々で実際に必要とされるセーフティ コンポーネントだけを作動させます。

byteflight は、BMW とシステム サプライヤーの共同研究によって、重要度の高い安全アプリケーション用バス システムとして開発されました。プラスチック製の byteflight 光ファイバー ケーブルは信号を高速で伝えることができ、ノイズにも非常に強いという特徴があります。byteflight データ バスは、オンボード ネットワークに不可欠の構成要素であり、従来からの CAN バスおよび診断システムとセンター ゲートウェイ モジュール経由で接続されています。
ボディ構造

ニュー 5 シリーズのボディ シェル デザインには、BMW の開発および安全技術部門の専門家が擁する膨大なノウハウが詰まっています。フロント エンドに軽量のアルミ素材を初めて使用することで大幅な軽量化を図りつつ、最適の安全性を実現することに成功しました。骨太の支持構造に高張力ボディ パネルを張り、要所要所に補強材を配置した結果、最高レベルのボディ剛性と強度が達成されました。長さにして約 60 m にもなるフランジ部分（車両のフランジのほぼ 50％相当）に強力接着剤を使ったことも、軽量化に寄与しています。このようにしてボディ シェル、ドア、およびバンパーから成る最先端を行く車両構造が生まれたのです。
前面衝突

前面衝突時に車両が示す挙動は、それが正面衝突か、オフセット衝突か、および衝撃がどの程度かによって変わってきますが、車両のクラッシュ特性を決定的に左右するのはフロント エンド構造の設計が最適化されているかどうかです。前面衝突は以下のカテゴリーに分類されます。

•
軽い衝撃強度：
「軽い衝撃強度」の定義は、車速が 4 km/h までの衝突、および同じく 15 km/h までの事故です。この場合、特に重視されるのは修理の作業性です。ジョイント部分には、主にボルト締めや接着剤、アルミ製コンポーネントのパンチング リベットなどの「COLD」技術が使われています。
•
中度および激しい衝撃強度：
この場合、車両のフロント エンド（フロント アクスルを含む）が衝撃を吸収するとともに、必要に応じて衝撃エネルギーを複数の負荷分散経路に分散させます。
軽い衝撃強度
アルミ製フロント エンド モジュールは、アルミ製クロス メンバー、ボルト止めされた 2 個のクラッシュ ボックス、およびラジエターとヘッドライトがマウントされたブリッジ構造で構成され、その全体がエンジン キャリアおよびサポート アームにボルトで結合されています。バンパー クロス メンバー前方のボディ パネルには、衝撃を緩和するための発泡エレメントが組み込まれています。車速  4 km/h までの衝撃を受けたときは、この部分が衝撃を吸収し、後方のボディ部品や構造に損傷がおよぶのを防ぎます。衝突動作が終わると、プラスチック カバーは元の形状に戻ります。車速 15 km/h までの衝突では、フロント エンド モジュールがすべての衝撃を受け止め、エンジン キャリアは無傷で保たれます。

中程度および激しい衝撃強度

中程度および激しい衝撃を伴う前面衝突に対する備えとしては、フロント エンドの変形とパッセンジャー セルの剛性のバランスが重要となってきます。エネルギーを吸収する変形ストロークを最大限確保して、パッセンジャー セルの減速度を最小限に抑え、乗員が受ける負荷をできるだけ小さくします。オフセット衝突対策としては、ダッシュボードの前および足元のサバイバル スペースの確保、すなわち侵入物を最大限抑制することが重要です。
•
正面衝突およびオフセット衝突では、厳密に計算され、実地テストで効果を確認された、いわゆる「負荷分散経路」によって衝撃がボディ構造に最適に分散されます。負荷の分散が意図どおり、理想的に行われた場合には、特に片側に負荷が集中するような激しい事故でも、衝撃が車両の反対側（衝突しなかった側）に伝えられ、ファイア ウォールの足元部分は、前置されたダイナミック変形ゾーンにより保護されます。
側面衝突

乗員が受ける負荷を、生体－機械的な許容限度以下に抑えるために、側面衝突では変形量と衝撃の両方を最小化する必要があります。そのために講じられる、実際の事故の状況に合わせて考え出された対策は、3 つのレベルに分かれます。

•
フロア アセンブリーでは、補強されたサイド シルからフロント シート下の 2 本のクロス メンバーに衝撃力が伝えられます。シート フレーム強度は側面衝突の際に受ける負荷を考慮して決定され、そのために、たとえば形状安定性の高いチューブ状サブ フレームのようなコンポーネントが付加されています。他方、センター トンネルは補強されただけでなく、下側からブリッジをボルト止めし、衝突を受けたのと反対側にまで力が伝わるようにしています。
•
ドア周りでは、ピラーに 3 層構造が採用されました。B ピラーについてはシル部分に追加の補強材が組み込まれています。ドアは数本の成型材で補強され、非常に頑丈なロックとヒンジにより、ボディ シェルと一体化されています。シートはこれまた非常に強力なシート フレームとバック レスト フレームで乗員を保護します。さらに左右の A ピラーの間には、横方向の力を支えるために、ダッシュボード クロス メンバーが渡されています。

•
ルーフ フレームは、すべてのジョント部分に 3 層構造が採用されています。
このような構造面の対策により、側面衝突を受けたときの外部からの侵入深さ、侵入速度ともに、最小限に抑制されます。
後面衝突

リア ボディ構造のセーフティ パッケージは、前後方向に配置された 2 本のサポート アーム、アクスル部分の 2 本のクロス メンバー、トランク ルーム フロア パネル、リア エンド サポート アームおよびリア エンド サイド ウォールで構成されています。頑丈なスチール製リア バンパーには、衝撃緩和のための変形エレメントが組み込まれ、低速での衝突時の損傷範囲を、簡単に交換できるコンポーネントだけに限定しています。
横転

強力なピラーとパッセンジャー ルームのクロス メンバーが、横転時に乗員のためのサバイバル スペースを確保します。さらにフロント ウィンドウとリア ウィンドウをボディに接着したことで、パッセンジャー ルームの変形抵抗が向上しています。
乗員保護システム

乗員保護システム、とくにシート ベルトとエアバッグにとって、さらには室内のトリム表面にも言えることですが、大きな衝撃吸収能を持たせて乗員が受ける負担を少なくすることだけが重要なわけではなく、それを車両の変形特性とマッチさせることも不可欠です。
シート ベルト システム

運転席と助手席のシート ベルト システムは、多数のコンポーネントで構成されています。

ベルト着用検知機能付き着火式シート ベルト テンショナー

着火式シート ベルト テンショナーは、衝突の瞬間に腰部のベルトと肩部のベルトを巻き上げ、ゆるみを減少または解消させます。シート ベルトが正しく着用されていない場合、シート ベルト着用検知機能を持つシート ロック スイッチが、視覚および音響警告を出し、ドライバー / 助手席乗員にシート ベルトの着用を促します。

ベルト フォース リミッター付きイナーシャ リール式シート ベルト システム
イナーシャ リール式シート ベルト システムには、激しい衝突の際に胸部の圧迫を減らし、拘束機能の一部をエアバッグに委ねる、ベルト フォース リミッターが含まれます。エアバッグと連携して、乗員の体の運動エネルギーを衝突プロセスの継続時間全体にわたってスムーズに弱め、乗員が受ける負担を軽減します。
シート着座検知
運転席と助手席のシート表面には、着座検知のためのセンサー マットが組み込まれています。シートに加わる重量が約 12 kg を超えると、システムはシートに人がいると判断します。
シート着座信号は、一連のアクチュエーターの作動に利用されます。

•
エアバッグの作動限界値（米国仕様）

•
シート ベルト テンショナーの点火装置の作動

•
 アクティブ ヘッドレストの作動

リア シート セーフティ パッケージ

リア シートには、3 席とも 3 点式イナーシャ リール シート ベルト システムが標準装備されますが、オプションのリア シート セーフティ パッケージを装備すると、標準機能に加えて以下の機能を利用できるようになります（後席左右のシートのみ）。

•
胸部サイド エアバッグ

•
フォース リミッター付きイナーシャ リール式シート ベルト システム

•
シート ベルト テンショナー

フロント エアバッグ システム

フロント シートには、シート ベルト システムを補完するものとして、事故の激しさに応じて 2 段階作動するフロント エアバッグが装備されています。膨張時の体積は運転席側エアバッグが約 53 リットル、助手席側は約 125 リットルです。中程度の衝撃強度の事故では、ガス ジェネレーターにより形成される圧力は運転席側、助手席側ともに最大圧の約 70％に抑えられ、システム全体の作動はずっと穏やかになります。エアバッグの圧力は 2 回のジェネレーター チャージの間の点火遅延時間によりコントロールされます。いずれにしても、エアバッグは 2 段階目まで作動し、乗員の救助およびエアバッグ廃棄処理の際に不意に作動する危険がないようにしています。
セーフティ ステアリング コラム

ステアリング コラムの安全機能として重要なのは、ドライバーの頭部や胸部にかかる負荷を緩和する変形エレメントです。これは 7 シリーズのものをベースに、ニュー 5 シリーズに合わせて改良されました。ステアリング コラムの上下 2 つの部分を連結するコルゲート チューブとスライド ピースが、衝突の際のステアリング ギアとファイア ウォールの車内方向への移動を打ち消します。
ステアリング ホィールのすぐ後ろに配置された変形エレメントは、エネルギー吸収能力が大きく、ドライバーの体がシート内で前方に移動する際に、シート ベルト フォース リミッターの働きを理想的な形で補完します。これにより仮にドライバーがシート ベルトを着用していなかったときでも、追加の保護機能を果たします。
アクティブ ヘッドレスト

運転席および助手席のアクティブ ヘッドレストは、オプションのマルチ ファンクション シートとセットで提供されます。バックレスト上部を電動調整することで、ヘッドレストとドライバー / 助手席乗員の後頭部の間隔を、快適な位置関係になるまで、最大 9°まで調整することができます。事故の際には、アクティブ ヘッドレストのヘッド サポート機能が自動的に働き（着火式）、この間隔を直ちに狭め、頚椎の負傷の危険を減らします。このシステムのもうひとつの利点は、さほど激しくない後面衝突の事故後の処理がガス ジェネレーターの交換だけですみ、修理費用が余りかからないことです。
側面衝突レストレイント システム

側面衝突の場合は、胸部サイド エアバッグ、ドア パネルの衝撃吸収デザイン、およびアドバンスド ITS ヘッドバッグにより乗員をけがから守ります。

ヘッドバッグには、サイド エアバッグの働きを補完する大きな効果があります。ニュー 5 シリーズのヘッドバッグには、7シリーズ同様、ワイヤ エレメントが追加され、アドバンスド ITS（膨張式チューブ構造）となりました。ルーフ部分に埋め込まれたアドバンスド ITS は、チューブ状の織物製で、保護効果を高めるためのセイル（帆）が追加されています。アドバンスド ITS は A ピラーから C ピラーにかけて展開され、サイド エリア全体をカバーし、前席および後席乗員の頭部を保護します。セイルはルーフ フレームに固定されており、アドバンスド ITS が作動すると、織物チューブの膨張に連動して下方に引き出されます。織物チューブの体積は約 24 リットルです。
洗練された仕組みのアドバンスド ITS には、以下のような重要な利点があります。

•
フロントからリアまでサイド ウィンドウを広くカバー

•
側面衝突または横転事故の際に、乗員の身体を効率的に拘束し、頭部が振れたはずみに車外に放り出されるのを防ぎます。これに伴って頸部に加わる負担が減少し、頭部の負傷の危険が少なくなります

•
ガラス破片の飛散および侵入物に対する保護が強化されます

•
体格に関係なく、乗員の身体の広い範囲を保護します

アドバンスド ITS は密閉構造システムであり、数秒間は構造的強度と膨張時の形状を維持します。このことは車両の横転や二次衝突の際に特に大きなメリットとなります。
9. 生産：
持続性、効率およびトレンド セッター

新世代 5 シリーズはBMW にとって、革新的テクノロジーをふんだんに取り入れたニュー モデルという以外に、自動車生産技術の新しいトレンドなるプロセスとコンセプトの導入という意味も併せ持っています。製品と生産技術の進歩は、ある程度まで連動しています。たとえば、スチール / アルミのハイブリッド構造を導入するには、ボディおよび塗装分野で新しいプロセスを確立する必要がありました。また従来からの生産技術も「クリーン プロダクション」を目指して、またアセンブリー作業の人間工学的改善に向けて、さらに改良されました。
軽量アルミ製フロント エンド 
ボディ生産現場にとって格別のチャレンジ
使用素材の最善かつ最も理にかなった組み合わせを追求した結果、ニュー 5 シリーズは軽量アルミ製フロント エンド（LAFE）を標準仕様として採用した世界初のクルマとなりました。アルミ合金とスチールという異種金属の取り合わせは、最善の結合と最高の精度を目標に BMW の技術陣が研究を重ねた末に生まれた、非常に高度の接合技術があって初めて可能になったわけです。各種の LAFE コンポーネントが、負荷条件と使用する素材に合わせて、接着、パンチング リベット、溶接または特殊なレーザー技術を使って接合されています。
LAFE の生産パラメーターの一例をあげると次のようになります。

	フランジの接着長さ　合計 15.2 m
	 アルミ製ボルト 　合計48 本

	アルミのミグ溶接シームの総延長　
合計 2.94 m
	パンチング リベット　合計 599 本

	アルミのレーザー溶接シームの総延長
合計 1.74 m
	ハイブリッド構造（AlMgSi、Magsimal 59、AlMg3.5Mg、TRIP 700、複合パネル）　合計重量約 45 kg


とはいえ、さまざまな接合技術を目的に応じて使い分けているのは、何も LAFE だけに限ったことではありません。ホワイト ボディ全体にこのような考え方が適用されています。ちなみに、接着シームの総延長は約 60 m、ポイント溶接は 4,000 箇所、ボルト止めは 70 箇所近くを数えます。ニュー 5 シリーズの生産には、このほかにマグ溶接、ミグ溶接、レーザー溶接、折り曲げ、リベット、サブコーティング、シーリング、打ち曲げ、クリッピングなど、さまざまな加工法が採用され、しかもこれらの工程の 98％は全自動化されています。

ディンゴルフィン工場のボディ ショップでは約 1,350 台の産業用ロボットが稼働していますが、そのうちニュー 5 シリーズの生産に携わっているのが約 1,000 台、うち約 300 台が LAFE 関係です。ここでは 4 種類のボディ バリエーションが作られていますが、1 台のボディに使われる材料は、スチール パネルとアルミ部品を合わせて 500 点に近く、総重量はアタッチメントまで含めると 350 kg 近くに達します。
LAFE に合わせてペイント ショップでも新しいアプローチを導入
入念に組み合わされた複合素材で作られた LAFE の塗装には、回転浸し塗りプロセス（RoDip）と呼ばれる方法が用いられます。塗料用のプールに漬けて塗装を行うこの方法がアルミ / スチール複合ボディに適用されたのは今回が初めてのことです。革新的な RoDip 設備は 2002 年から稼働し、ペイント ショップでホワイト ボディの前処理（清掃、脱脂、リン酸塩コーティング）に使われています。特殊な構造と最先端を行くダイアフラム フィルター技術の使用により RoDip プールは、いわゆるクリオライトとリン酸塩のスラッジを長期間にわたり適切な濃度に保つことができます。ダイアフラム フィルター プレスは、たとえばアルミ含有量が 30％以下のスラッジを分離することができます。前処理工程全体はオンラインでモニターされ、循環システムを構成する各プールの化学組成は、排水処理槽を含め、精密に制御されます。リン酸塩プールでは、新開発のフラッド システムにより化学薬品の消費、ひいては廃液とスラッジの発生を最小限に抑えています。
ハイドロフィラー：クリーン プロダクション構想の推進に重要な貢献
基本的にペイントショップの全工程は「クリーン プロダクション」思想に従って運営されています。BMW Group は、技術、経済および環境の各分野で利用できるあらゆる手段を駆使して、効率的で環境に極力やさしい生産プロセスを確立する努力に取り組んでいますが、それが「クリーン プロダクション」です。いわゆるハイドロフィラー（水性プライマー）の導入により、溶剤の使用量はそれまでに比べ 75％も少なくなりました。ハイドロフィラーを導入しただけで、ニュー 5シリーズの5 段階からなる塗装工程のこの工程だけで、年間約 40トンの溶剤の節約が実現されました。それだけでなく、塗装の外観と機能面の品質向上というプラスアルファの成果も得られています。航空宇宙産業でおなじみのクリーン ルーム環境下での全自動工程により、ペイントショップは常にベストの品質状態に維持されています。
保護効果と表面光沢に優れた粉体クリア塗料

本来の塗装に向けて前処理を終えたボディを待ち受けているのは、デコレーション塗装ラインです。ここでは水性の、世界で他に例のない優れた保護効果と表面の光沢を与える粉体クリア塗料技術が使われています。廃液も含めた水、クリーナー、溶剤は使われもしないし、発生もしません。このようにニュー 5 シリーズの塗装は、前例のないほど持続性の高い、環境にやさしい方法で行われています。
オンラインでカラー マッチング － ニュアンスの違いを克服

BMW はニュー 5 シリーズの導入とともに、塗装品質面でも新しいアプローチを切り拓きました。ボディに、ボディ カラー同色部品を取り付ける場合、生産技術上の大きな課題となるのがカラー マッチングです。この問題を克服するために、塗料サプライヤー、塗装済み取付け部品のサプライヤー、および BMW のペイントショップが共同プロジェクトを組み、苦労の末に最適な色管理体制の確立に漕ぎ着けました。その重要な要素は、塗装したボディ カラーのオンライン測定技術です。これがニュー 5 シリーズ生産のため、ペイントショップに初めて導入されました。ちなみに、ニュー 5 シリーズの標準ボディ カラーは 12 色、うち 2 色は 5 シリーズ専用カラーです。
ペイントショップに導入されたこの他の新機軸として、リフロー技術（塗料のロスを出さずに、カラーを変更できる技術）によるベース塗料の少量供給システムがあります。このシステムでは、既存の生産設備を使って約 250 種類のインディビデュアル カラー塗装を標準カラーと同等の品質に仕上げることができ、カラーリングに関する顧客の要望にフレキシブルに対応する上で大きな効果が期待されます。
効率と人間工学を追求したアセンブリー プロセス
ニュー 5 シリーズの生産開始に合わせて、アセンブリー工程の全面的変更が行われました。基本作業体制のフレキシブル化と並行して、生産工程の立案、プランニング、実装のすべての工程で働く人の立場を重視し、人間工学的に非常に完成度の高い作業環境を実現しました。回転式アセンブリー フックの積極的導入、スライド プレートなど組み立て中の車両とともに移動するアセンブリー システムを多く配置し、最新の照明技術の採用などにより、効率的に機能するだけでなく、楽しく働けるようにした職場環境になっています。
一新されたアセンブリー工程のもうひとつの重要な要素として、コンポーネント / モジュールの取り付けを非常にフレキシブルに行えることがあげられます。その種の作業はメイン ラインから外され、コンポーネント / モジュール（エンジン / シャシー）のプリアセンブリー ラインの近くに移されました。これにより、各生産工程が前後の工程から切り離されています。この方式の利点は、各種バリエーションの組み立て済みパワー トレインを分単位の速度でボディに組み付け、ボルト止めできることです。作業は全自動で、その間品質に関係するすべてのパラメーターがモニターされています。BMW ならではのハイレベルの品質は、このようにして保証されています。
生産開始の 1週間前までオーダー変更を受付

ニュー 5 シリーズは、ミュンヘンから約 100 km の地点にある BMW Group にとって最大の生産拠点、ディンゴルフィン工場で生産されます。ここでは約 23,000 人の従業員が、BMW 3、5、7 の各シリーズ合わせて 1 日に 1,250 台以上を、顧客のオーダーに従って生産しています。顧客からの個別注文に応じるからには、生産のフレキシブル化がぎりぎりの限界まで追求されていることは言うまでもありません。BMW が 2002 年に 7 シリーズの導入に合わせて、新しいベンチマークとして取り入れた「顧客重視の販売 / 生産プロセス」は、ニュー 5 シリーズにもそのまま受け継がれます。
それによって、高い生産効率が約束されるだけでなく、顧客のオーダー変更希望にも柔軟に対処でき、しかも納期を厳守することが可能になります。ボディ バリエーションが同じであれば、エンジンやカラーリング、装備の変更は、組み立て開始の約 1 週間前までであれば、納期に支障を来すことなく受け付けできます。




































